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‾悪意
と
題
し
て
、
”
五
高
五
十
年
史
“
の
開
巻
轌
項
を
書
く
。
ま
こ
と
に
感
無
量
で
あ
る
。
抑
と
、
維
新
の
皇
謨
は
庶
政
の
一
新
迄
四
日
、
公
卿
諸
侯
等
を
率
ゐ
、
紫
哀
殿
辰
等
の
外
、
府
・
縣
の
學
校
、
海
外
留
學
を
も
塗
明
治
二
年
六
月
十
五
日
制
定
の
規
則
に
は
、
に
、
教
育
の
指
針
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
⑫
』
一
》
注
―
是
に
於
て
か
、
明
治
政
府
は
、
一
兀
年
十
一
月
、
東
一
泉
一
橋
通
町
の
、
故
の
開
成
所
を
學
校
と
爲
し
、
外
國
人
を
教
師
と
し
て
、
大
い
に
洋
學
を
鼓
吹
し
、
十
一
一
月
に
は
、
故
の
昌
平
坂
學
問
所
１
通
稀
”
昌
平
費
“
を
學
校
と
爲
し
た
。
翌
年
六
月
に
は
、
之
を
大
學
校
と
改
め
、
七
月
、
そ
の
職
制
を
定
め
て
一
官
願
と
爲
し
、
十
一
一
月
に
は
、
更
に
大
學
本
校
と
爲
し
て
、
教
育
行
政
を
掌
ら
し
め
、
又
、
開
成
所
を
大
學
南
校
、
註一一
註
三
、
、
、
、
、
註
四
、
、
、
、
、
束
一
泉
欝
學
校
を
大
學
東
校
と
名
づ
け
、
大
學
本
校
を
し
て
、
東
・
南
の
二
校
、
大
阪
理
學
所
、
大
阪
醤
學
校
、
長
崎
廣
運
館
、
長
崎
欝
學
校
等
の
外
、
府
・
縣
の
學
校
、
海
外
留
學
を
も
管
理
せ
し
め
た
。
過
ぐ
る
昭
和
十
一
一
年
十
一
一
月
九
日
の
未
明
、
私
は
、
王
政
復
古
七
十
周
年
記
念
の
日
を
選
び
、
”
本
校
設
立
前
に
於
け
る
明
治
時
代
の
教
育
“
Ｉ
題
し
て
、
”
五
高
五
十
年
史
〃
の
開
巻
第
一
節
を
草
し
始
め
た
。
而
し
て
今
は
亡
き
母
校
の
七
十
周
年
を
迎
へ
よ
う
と
し
て
、
ふ
た
た
び
此
の
其
要
ハ
則
チ
一
一
一
綱
五
常
、
其
事
ハ
則
チ
政
刑
教
化
、
其
詳
ナ
ル
ハ
則
チ
和
漢
西
洋
諸
書
ノ
載
ル
所
、
學
校
者
乃
チ
斯
道
ヲ
講
ジ
、
知
識
ヲ
廣
〆
、
才
徳
ヲ
成
シ
、
以
テ
天
下
國
家
二
賞
用
ヲ
奏
ス
ル
所
ノ
者
ナ
リ
、
蓋
、
榊
典
國
典
ノ
要
ハ
、
皇
道
ヲ
倉
ミ
國
艦
ヲ
辨
ズ
ル
ニ
創
立
以
前
維
新
の
皇
謨
は
庶
政
の
一
新
を
要
し
、
庶
政
の
一
新
は
、
文
運
の
伸
展
に
俟
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
明
治
天
皇
が
、
元
年
一
一
一
月
十
卿
諸
侯
等
を
率
ゐ
、
紫
哀
殿
に
於
て
天
紳
地
祇
に
誓
っ
た
後
、
之
を
群
臣
に
宣
せ
ら
れ
た
五
事
こ
そ
、
新
政
の
大
綱
で
あ
る
と
と
も
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貌
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在
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前
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八
明
治
時
代
の
敎
育
敷
地
決
定
の
經
緯
Ｉ
明
治
五
年
八
月
に
な
っ
て
、
初
め
て
學
制
を
頒
布
し
た
。
そ
れ
は
、
全
く
フ
ラ
ン
ス
の
翻
諜
で
、
憲
一
彊
制
的
の
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
全國を八つの大學腫に分ち、在來の府縣立の公學を駿し、前記の東校を第一大學厘東京醤學校、南校を第一大學厘東京第
、
、
、
、
、
、
一番中學、薑の開成所たる洋學校を第二番中學、大阪開成所を第四大學厘大阪第一番中學、大阪醤學校を第四大學厘大阪
註
五
一
、
、
醤學校、長崎廣運館を第一〈大學厘長崎第一番中學、長崎醤學校を第六大學厘長崎醤學校と改穂したのは、その例である。
、
、
、
、
、
、
明治六年四月、政府は、八大學厘並に學校本部を改めて、東京府・愛知縣・大阪府・廣島縣・長崎縣・新潟縣○宮城縣
、
、
、
、
を、それぞれ第一・第一一・第一一一・第四・第五・第六・第七の大學厘大學本部と爲し、各の大學厘を一一一十一一の中學厘に、各
の中學厘を、二百十の小學屋に分ち、その中學屋には、人口約十三嵩を標準として一つの中學校を、小學屋には、人口約
六百を目標として一つの小學校を、建てようと企てたのである。それは、同年八月二日大政官から發布された、邇穂”仰
せ出され書“の「學事奨勵に關する被出書」に、「之に依て今般文部省に於て、學制を定め、追々教則を改正し、布告に及
ぶべきにつき、自今以後、一般の人民華士族農工商及婦女子、必ず邑に不學の戸なく、家に不學の人なからしめんことを
期す、」といふ一節があるのは、その規模なり理想なりが察せられる。
而して小學校の過程は、尋常小學・女兒小學・村落小學・貧人小學・私塾小學。幼稚小學に分ち、尋常小學の課程は、
男女ともに上下の一一等の爲し、何れも四年◎中學校も同様に、上下の一一等に分ら、尋常小學校卒業後、十四歳までの者を
創
立
以
前
一一一
だかも、慶藩置縣が断行されて、藩費の遊學生もなく、七月には、大學寅・南校を、それぞれ軍に束校・南校と改め、九
月には、從來；外國教師を以て授業するものを正則とし、本邦教師を以てするものを愛則とする”、と云ふ教則を駿して、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
悉く欧米の成規に倣って、必ず外國教師のみの制と爲し、且、俊秀なる生徒を選んで海外に留學させ、ひたすら文物の輪
入に力めたのである。
と明示されて居るが、同一一一年二月の學制には、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
輩穀ノ下、大學一所ヲ設ヶ、府藩縣、各中小ノ學ヲ置ク、皆大學ヨリ頒ツトコロノ規則ヲ遵守シ、村ヲ冑シ業ヲ廣
〆、國家ノ用一一供スルヲ以テ務トス、而シテ大學ハ、人文ノ淵薮、才徳ノ成就スルトコロ、之二入ラントスル者、
必ズ先ヅ其地方ノ孝課ヲ經、諸學漸ク熟シテ始テ、蓬下一一頁進スルヲ獲ルナリ、
と
も
記されて居る。
大學を駿して文部省を置き、至國の教育衛生事務を総管することにしたのは、明治四年七月十八日のことであるｕ時あ
５
-－－一一￣
、、、、、
如此ナレバ、蕾來ノ順脅ヲ破一
悴、是乃チ大學校ノ規模ナリ、
龍》南への郷愁
一一
アリ、乃チ、皇國ノ目的、學者ノ先務ト謂フベシ、漢土ノ考悌葬倫ノ教、治國平天下ノ道．西洋ノ格物窮理開化日
進ノ學、亦是斯道ノ在ル庭、學校ノ宜シク講究採鐸スベキ所ナリ、且、兵學瞥學ノ如キ、園ノ興敗民ノ死生ノ鑿ル
所、政務中ニオィテ尤重ズベキ事ニシテ、外國ト雄モ、其長ズル所ハ亦皆採テ以、我國ノ有トスルコト勿論而已、
如此ナレバ、蕾來ノ順脅ヲ破り、天地ノ公道一一基キ、智識ヲ世界一一求〆、大二皇基ヲ振起スル御誓文ノ旨趣二不
贋ク會議ヲ起シ、萬機公論一一決スペシ。
上下心ヲ一一一シ、盛一一經倫ヲ行フペシ。
官民一途庶民一一至ルマデ各其志ヲ鐘ゲ、人心ラシテ倦マザラシムルコトヲ要ス。
奮來ノ随習ヲ破り、天地ノ公道一一基クペシ。
知識ヲ世界一一求〆、大――皇基ヲ振起スペシ。
〔備考〕
Ｉ
◇
ｌ
◇
Ｉ
。．■『。ｌ■１１４‐９ｒｂｌ己■■□０１０▲Ｐｂ■■０■０■ｒ■且□■■宇一■ＰＧ■■Ｕ△■Ｂ■■●■Ｂ田Ⅱ叶凸已口■■■口ＩⅡＳ■ロロＩＤ■〃Ｙ▼▲■■■］▼巳凸■■△ＢｏＬ△Ⅱ■■□６二■ｉｎ■、Ｂｊ０Ｃｆ‐■■｜■Ｆ■■■Ｐｂ■｜■■■＆▼０●■ＢⅡロロロヮｒ■■▽‐Ｉｌ０Ｉ０Ｉ■■■■■■ＰＤＬ』り。
；
=電露藪
ｌ
◇
ｌ
◇
ｌ
是より先、明治七年一月十八日には、板垣退助等によって、民選議院設立の建白室皀が提出され、爾來、國會開設や自由
民權の主張のために、國論は沸騰し、十一一年には、植木枝盛の”民権自由論”、翌年には、山本憲の”憾慨憂國論“などが
出版され、十四年には、西園寺公望を砒長とする”東洋自由新聞“が發刊され、十五年には、中江篤介等の雑誌”政理叢
談“が現れ、且、ルソー箸”民約論“の抄謹”民約課解“を世に逢ったのも、此の頃のことである９
教育界も亦、スペンサー、、へインその他英國の自由教育論が盛んに唱道されたが、一面に於て、十五年九月、加藤弘之，
が、”人權新説“を著して民約論を排撃し、當時の論壇を賑はした。而して十四年十月十一一日に、明治一一十三年を期して、
創
立
以
前
五
斯くの如く、外國語を主とする教育時代で、六年一一一月には、愛知・廣島・宮城の三縣に、官立の外國語學校を創立し、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
四月には、一別記の大阪開明學校及長崎廣運學校を外國語學校に改め、七年四月十八日を以て、大阪外國語學校・長崎外國
、
、
、
語學校と改め、六年五月には、東京府にも外國語學校を設けたので、至國に七つの外國語學校が揃ったわけである。
然るに、同年十一一月には、東京外國語學校よｂ英語科を分離して、之を東京英語學校と穂し、愛知以下の外國語學校は、
、
、
、
、
何れも英語學校と改められた〕而して十月四日には、東京開成學校と東京醤學校を合併して、之に東京大學と名づけ、
法・理・醤・文の四學部を置き、教員を教授・助教授・員外教授と爲し、嘗學部には、五箇年の豫科を設け、その他の三
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
學部の爲には、東京英語學校を東京大學豫備門と改め、教員を、訓導・助訓と爲し、（十年十月には、東京に後述の鵲操傳
、
、
摺所を設け、）十二年四月には、大阪英語學校を大阪専門學校と改め、理。馨の一一學科を置くなど、幾多の愛遷があったの
、
、
、
、
、
、
、
、
、
は、當時の世相を物語るものであらう。而して右の大阪専門學校は、十三年に大阪中學校と改め、十八年更に、大學分校
と稲した。三高の前身である。
”稽古時間“も、改正前の毎週一一一十”字“乃至一一十五”字八時間の意味）が、六年の改正によって、毎週四日、一一十四
、
、
、
、
、
、
、
、
．
時間乃至一一十時間に減ぜられて居るのも、今日からすると一異彩だが、此の上等中學こそ、高等學校の先躯を爲すものと
云へよう。
ママ
その教科書は、”學制五十年史“に擦れば、ハー‐レン氏版十一一段習字本、又は南校版習字本、ウェーブストル氏綴字書、
サンデル氏ユニオン第一讃本、ベルリンジ氏會話篇、クェッヶンポス氏小文典・デーピス氏算術書（以上、英語の豫科）、
サンデル氏讃本、デービス氏代数書、パーレー‐氏寓國史（以上、下等中學）、クェッヶンボス氏文典、ゴールドスミス氏地
理學、ウィルソン氏寓國史、デーピス氏幾何學書、デービス氏代数書、ウォルセン氏器械書、ヘーブン氏修身學、ホーエ
ド氏理論書、ウエー‐ランド氏經濟書、ウィルソン氏人種學、テンネー氏動物學、クェッケンポス氏物理書、バーカ氏化學
書、ラムセー氏鑛山學Ｉグレー氏植物學、ウィルソン氏地禮創造學、セントジョン氏地質學、第六世キングエドワルド氏
羅典文典等である。
明治五年九月八日に發布された中學教則略を見ると、下等中學も上等中學も、第六級から第一級までとし、二級を六箇
月、上下通じて六年とする」、「生徒は小學卒業の者で、十四歳にして入學し、十九歳にして卒業するものとする」のが建
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
て前で、十月十一一日に定められた「外國教師ニテ教授スル中學教則」を見ると、英・佛・渦の中、何れか一つを以て中學
龍
南
へ
の
郷
愁
四
下等中學校に、十七歳より十九歳までの者を上等中學校に入らしめ、大學は、一局尚の學術を傳へる専門の教育機關として、
、
、
之を理學・文學・法學・欝學に分ち、卒業者には、學士の穂號を奥へる一」ととした。
ｌ
「
◇
Ｉ
「
◇
Ｉ
の課程を了へさせることになって居る。
、
、
、
、
、
高等中學校の創設は、固より明治十九年の事であるが、十七年、時の大學豫備門長杉浦重剛は、“東京大學より豫備門を
分離して、之を高等中學校と穂すべし“との建白書を出したけれども、時未だ到らずして、當局の容れる所とならず、十
八年、途に職を辞したといふことである。而してその後任者が、初代の第一高等中學校長であり、初代の第五高等中學長
、
、
、
、
、
、
で副い）あった野村彦四郎氏である。
次に、参考のために、明治六・七年、同十九年に於ける至國各種學校、並に同十九年に於ける第五地方各縣尋常中學校
の統計を、文部年報、教育五十年史等に擦って掲げてみれば、左の通りである。
小學校は、十四年の”小學教則綱領“を以て、初等科四年、中等科二年、高等科二年の三等となり、十九年四月の”小
學校令“に依って、尋常小學校四年、高等小學校四に改められた。
．
、
、
、
、
、
、
、
、
中學校に就いては、十二年の”教育令“にも、十三年の”改正教育令“にも、「高等ナル普通學科ヲ授クル所トス」とだ
け示されて居るが、十四年七月二十九日に定められた”中學校教則大綱“には、その目的・學科・程度等も明かにし、初
等中學科と高等中學科に分ち、初等の年限を四年、高等を二年とし、初等は毎週一一十八時間、高等は一一十六時間と定め、
地方の中學校初等科の卒業生を、豫術門の第二級に、高等科の卒業生を、東京大學法・理・文學部の第一年級に進ましめ
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
ろ》）ととしたのは、中學と大學との連絡を賞現したものである。但、土地の事情次第では、高等科の代りに普通文科・普
通理科その他の専修科を置くことも認め、此の教則の一部を改正して、公然と初等科のみの設置を許したのは、十七年七
月一一日以來のことで、豫備門の本賓・分曇の名穂をも賎して合併し、修業年限も、四年に改めたのである。
而してその目的の中に、忠孝葬倫の道を本とすべき旨を加へたのは、時弊に拘泥する倶れがある事を慮ったためであり、
教員の中少くも三人は、中學師範科若しくは大學の卒業證書授領者たるべきことを命じたのも、又、十六年九月、その成
立を見た所の大日本教育會に於て、十八・九両年に亙り、”児童に銭を持たすことの可否“を問題として討論攻究した結果、
金鍍を賎むといふ武士的教育は、經濟思想の極養上不都合を來すものとして、途に之を可とすることに決定したのも、注
立を見た所の大日本教育會に於て、上
金鍍を賎むといふ武士的教育は、經率
目
に
値
す
る
動
向
と
申
す
べ
き
で
あ
ら
う
。
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國會を開設すべき旨の詔が發せられた事は、喋喋するまでもあるまいｂ
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明治十九年瀧公竝皿訓鮒教員刊忰卜Ｍ｛加函剛Ｍ“州Ｍ）生徒、溶伍訊幻Ｍ｛泗叺独放畔女）卒業生弧弐伊肌
九州沖繩各縣尋常中學校（明治十九年）
縣
名
學
校
数
教
員
數
生
徒
数
卒
業
生
数
歳
回
喪
長
崎
一一一一
一九一
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四○六
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七
、
八
八
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二
八
五
熊
本
一一一
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四
、
三
一
六
・
九
七
九
鹿
兒
島
一一ハ
一一一一一一一一一
一六、五九二・○○五
沖
繩
七
一○二
一一一、二三九・○○○
計
九
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二、二○八
一一ハーハ
六四、八一一・九一九
右の表に就いて考へると、勅令公布の年に於ける全國の中學校は五十六校、一万四百人の生徒中、九州沖繩のそれは、
、
、
九校、一一千一一百八人、全國の卒業生五百十七人の中、百六十六人を算へながら、本校創立印下の入學試騒に際して、本科
は勿論のこと、豫科一二一級の募集すら差控へたのは、以て當時の第五地方の教育程度が想像されると共に、後に述べる
相談會を開いた理由が首肯されるであらう。但、九州沖繩各縣に於ける教員並に生徒の員数と歳費の比率に就いては、鐸
然たらざる所もあるが、精しく調べる邉もない。例へぱ、長崎縣の教員十一一一人と、熊本縣の十二人、生徒百九十一人に對
し、百七十九人は、その差それぞれ僅かに一人と十二人に過ぎないのに、歳費の如きは、二對一に近く、幅岡縣と鹿兒島
縣は、それと反對に、教員。生徒ともに三對一に近いのに、歳費に至っては、約一一一千圓の差額に過ぎないのである。又、
熊本厩が、教員・生徒ともに、第四位に在ることも、｜應注意して置くべきではあるまいか。
Ｉ
◇
ｌ
◇
ｌ
本邦教育史に於ける一大讃期的の事象は、云ふまでもなく、明治十九年の改革であるが、それは主として、初代文相森
あ
り
み
ら
有禮の經続に發したものであるｕ即ち、前年の十一一月一一十一一日、太政官が慶されて、新に内閣及各省が設けられ、第一次
伊藤内閣の出現とともに、文部大臣に任ぜられだのが、森有禮である。而して森有禮と云へぱ、世人は必ず、慶刀論や男
女同穐論の提唱、商業學校の猫力創立、西村茂樹・津田眞道。中村正直・西周・加藤弘之・一腿澤諭吉・杉亨一一等との”明
六雑誌“發行等芒想ひ起すほど、凋創的にして、革新的の人であった。
元來、教育制度の改革は、時節の到來、内閣の權威、及、文相の信望に俟つべきことは云ふまでもない。十九年の改革
を見ると、一一一月一日、勅令第一一一號を以て八東京大學令十一一一條を奏請公布して、東京大學を東京帝國大學と改め、その第一
條に、「帝國大學ハ國家ノ須要一一腹ズル學術技藝ヲ教授シ及其菰（原・菰）奥ヲ攻究スルヲ以テ目的トス」と定めたのを手
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
始めとして、一一一月九日には、學事上の便宜から、奎國を五地方に大別したのであるが、本校に閥係ある第五地方に就いて
申せば、長崎・大分・佐賀・熊本・宮崎・鹿児島の七縣が即ちそれである。
同年四月九日には、勅令第十四號存｜以て、“小學校令“を發布して、尋常科・高等科を各四年と爲し、四月十一一日には、
、
、
、
、
勅令第十五號を以て、“中學校令“九條を公布して、府縣立各一校を限ってその濫設を防ぎ、且、東京大學豫備門を第一高
等中學校、大阪の大學分校を第一一一高等中學校と爲し、四月十一一一日には、”高等中學校官制”を定めて、東京以下五校を設立
し、七月一日には、省令第十六號を以て、高等中學校の學科及その程度を定めると云ふやうに、まことに矢繼ぎ早の感が
あったのである。
上述の如く、塗
創
立 第一及第一一一の高等中學校は、既存のものを改め、第一一・第四及第五地方には、新設することになった。然
以
前
九
蝿懲鮒蠅蹴馴鯏州測勵勵剛鯏倒鬮鬮僻瞬臘蝋蝋棡胸剛側川卿側側川眺川艸雌
｝、
、
然るに、長崎は、シナに●刃Ｕ近く、又、西舶の往來も繁く、従って、常に九州に於ける文明の先雌を爲し、幕府直轄の明
、
、
倫堂が、最●ｗｂ早くこの地に設けられ、大村の五教館が之に次ぎ、熊本の時習館は、第一一一位であった。且又、明治五年の學
、
、
、
、
、
、
制頒布當時に於て・も、前記の如く、至國八大學厘の一つと定め、廣運館を第六大學厘第一番中學、醤學校を長崎醤學校と
改穂して居り、明治七年には、九州に於ける師範學校の囑矢を爲して居るほどで、たとひ第五地方の高等中學校を長崎に
置くとしても、誰も異論は無かった筈である。然るに』も拘らず、之を熊本に置くことに決定するまでには、相當の經緯が
なければならぬ。即ち、第四地方に於て、新潟を避けて金澤を選んだのと、同工異曲ではあっても、文相の先見と熟慮と
英断とに依るのは、疑ふくからざることであらう。森文部大臣は、長崎より佐賀を經、一一十年一月十五日、山鹿發熊本着、
手取本町の蓄積翠園に投宿し、十七日午後、鎭臺を巡覗し、同夜、一日享に於て、縣鴎、諸會祗、並に有志者の懇親會を
是に於て、森文部大臣は、十九年十一一月二十五日より、九州諸縣及京都府學事覗察の爲に出張し、翌年十月十九日には、
石川縣地方學事刈覗として出張し、到る虚の地方長官、地方の有力者、並に學校當路者と面接して、改革の主旨や抱壊せ
る意圖を明かにするとともに、地方の事情なり希望なりに、注意深く耳を傾けたのである。石川縣の如きは、縣下の有志
者が相談して、同月一一十五日、金澤來着の文相を勧業博物館に招待し、記念のために、第四高等中學校に、「エンサイクロ
ママ
ペヂァ・プリタニカ」一部を寄附して居る。（明治一一十年十一月一一十六日の官報）
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一○
るに、第二地方に於ける仙臺は、本來、同地方文化の中心を爲して居た關係上、およそ決定的のものであるが、残る第
四・第五の雨地方に於て、何虞に設置すべきかは、大いに考慮を要することで、中にも九州地方が、最も困難を感じたも
の二ｂ●しい。
開き、一一十日、三角港から鹿兒島に向ひ、一一月十九日、島原より百貫石を經て、再び積翠園に投宿、大分に向け出發の趣
であった。而して一月二十二日の”紫漠新報“には、「森文部大臣の九州巡視は吾人の望を鴎する所なり」の見出しで、「今
回同大臣が九州巡硯も、吾人が所見を以てすれば、九州に於ける高等中學地位實駿の事なるべしと信ずるなり、云云」と
記して居り、一一月一日には、「高等中學校地面測量」の見出しで、「兼て高等中學校建設の地面となるべき筈の厘内赤尾口の
地は昨日測量中なり、」と記し、四日には、取消して居るのである。
斯くの如くにして、十九年十一一月九日、第一一は仙臺に、十一月三十日、第四は金澤に定まり、一一十年四月八日、文部省
告示第一一一號を以て、それぞれ第二・第四高等中學校と穂せられたが、本校は、四月十五日、告示第一一號を以て、熊本と定
められた。是に於て、熊本縣では、五月十日より臨時縣會を開いて、「白明治一一十年至同一一十一年度高等中學校薄築諸費支
出ノ件」を附議し、五月三十日を以て、いよいよ第五高等中學校と稲せられるに至った。
ｌ
◇
ｌ
◇
Ｉ
熊本鎭臺’二十一年五月、第六師團と改稲ｌが、熊本に置かれたことは、此の地が、九州の中央に位して居ることも、主なる理由
の一つではあったらう。けれども、地の利が、必ずしも唯一の理由とはなるまい。教育も亦同様で、文教の歴史や、美俗の傅統によ
る環境が、最も大切である。この意味に於て、由來、熊本の地には、阿蘇・菊池二氏の文教があり、加藤氏の流風があり、細川氏の
餘韻が繊然として存して居る。學府としても、遠く遡れば、古昔の太宰府に亜ぎ、殊に、藩學時習館が徳川時代、關西第一を以て穂
せられて居たことは、筑前の儘侠、鎚井南冥の著した「肥後物語」にも、精しく記されて居り、鹿兒島の造士館も、佐賀の成章館も、
柳川の傅習館も、白川の立教館も、會津の日新館も、津山の學問所も、彦根の稽古館も、小濱の順造館も、掛川の教養館も、水戸の
弘道館も、直接間接、肥後の時習館の影響を被って居り、或は又、越前の松平春嶽に於ける横井小楠の如きも同様である。森文相の
所調、肚會上流に立つべき人物を養成するには、大藩にして而も良風砿る熊本の地が、地理的にも、歴史的にも、その條件を傭へて
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立
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ともあれ、古い歴史や、力ある傳統を忽にしては、文化も教育も柴え難いとすれば、結果から考へてみても、此の地熊
本に高等中學校を設けたことは、軍に之を文化の地方的普及からばかりでなく、國家的有意義であったのである。今日か
ら七十年前のことを思へば、他の何れの高等中學校に較べても、より廣大な地域をこの龍南に見出してくれたものだと、
唯と感謝に堪へないのである。否、そればかりでなく、五つの高等學校で、――高も三高も、夙に新設の大學のために、校
域は割かれ、校舎は奪はれ、二局も、駒場への移輔を餘儀なくされ、四高も亦、かつては市井の熱周を櫛つのあまり、新
築移輔の噂まであったのに、吾が校のみは、何の不自由もなく、又、些かの懸念もなく、朝には阿蘇の噴煙を望み、夕に
は金峰の斜陽を仰ぎつつ、青春の三年又四年を、夢の間に送り迎へる幸一鵬を有したではないか。鳴呼、思へぱ多年、九州
に於ける最高の學府に來０學んだ者で、執か胸中無限の光榮と感激を有しなかった人があらう！而してその感激と光榮こ
そ、無形の校風ともなり、有形の規定ともなって、後進を誘披し激勵したではないか。國大にして賢材多し、と穂せられ
やるうに、校廣くして、人物の輩出せる、亦宜なるかなの感が深いのである。
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こ
こに、高等中學校地方設置の必要鉄くべからざるものがあったことは、識者の齊しく考へて居たものに相違ない。今、その一例を示
せば、二十年十月十一日の官報に、「學生借財者魔分方」の見出しの下に、
帝國大學一一於テハ、各分科大學々生及研究生ニシテ、不必要ノ借財ヲ爲シ、若シクハ漫一一他人ノ物品ヲ使用スル所行アル者、借財
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之
ヲ庭分シ、右ノ過失アル者ハ、卒業ノ際、右辨償ヲ終へダル上ニァラザレバ、卒業護書ヲ授與セザルモノト定メタリ。（文部省）
と
あ
る
の
は
、
｜
斑
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て
全
豹
を
知
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に
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る
も
の
で
あ
ら
う
。
註一安政二年、九段坂下に創建、同一一一年、藩書取調所と改稲、萬延元年、小川町に、文久三年、更に一橋門外に移輔、洋書調書と改
め、同一一一年、開成所と穂す。
め、
註二冒王
一
一
一
註四 安政年間、佐賀藩瞥伊東玄朴等の創立・後、之を官に納め、文久元年、西洋瞥學所と改稻、後更に儘學所と改め、明治一一年、醤
學校と稲す。
文久一一一年、長崎奉行の創立。初めは長崎廣運館と稗し、後、長崎廣運館學校と改む。
萬延元年、幕府醤官松本良順、蘭醤ボンベと相謀って、長崎養生所を創設。文久一兀年、ボン．へは、幕府の許可を得て、之に懸學
所を併置す。明治元年、政府に收められ、後、長崎府に歸し、同四年、再び文部省の所管となる。本校欝學部の前身。
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